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1111

令和３年１月２２日
国土交通省 東北地方整備局

と め

資 料 ３－１

重点審議事業

令和２年度事業評価監視委員会（第３回）資料

かまいし



１．事業の目的と概要 三陸沿岸道路 登米～釜石

○事業概要

○計画概要

• 三陸沿岸道路 登米～釜石は、東日本大震災からの早期復興に向けたリーディング
プロジェクトとして宮城県登米市～岩手県釜石市に至る約111ｋｍの復興道路である。

三陸沿岸道路
登米～釜石

三陸沿岸道路 登米～釜石 全体位置図
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［凡例］

高規格幹線道路

一般国道

道路種別

開通済（令和２年度開通予定含む）

事業中（開通見通し公表）

現道活用区間

IC、JCT

E45

小泉海岸IC

気仙沼港IC

起 終 点：自：宮城県登米市中田町浅水

至：岩手県釜石市甲子町
延 長（うち開通済み）:約１１１ｋｍ（111.1km）
幅 員 ：１３．５ｍ
道路規格 ：第１種３級
設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ
事 業 化 ：平成６年度 （登米志津川道路）

平成１８年度（本吉気仙沼道路）
平成２０年度（南三陸道路）
平成２３年度

（歌津～本吉）
（本吉気仙沼道路（Ⅱ期））
（気仙沼～唐桑南）
（唐桑北～陸前高田）
（吉浜～釜石)
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※令和２年度開通予定含む

(終）岩手県釜石市甲子町
いわて かまいし かっしちょう

登米志津川道路
L=16.1㎞

(起）宮城県登米市中田町浅水
みやぎ と め なかだちょう あさみず

南三陸道路
L=7.2㎞

歌津～本吉
L=12.0㎞

本吉気仙沼道路(Ⅱ期)
L=4.0㎞

本吉気仙沼道路
L=7.1㎞

気仙沼～唐桑南
L=9.0㎞

唐桑道路
L=3.0㎞

唐桑北～陸前高田
L=10.0㎞

高田道路
L=7.5㎞

大船渡三陸道路
L=17.6㎞

吉浜道路
L=3.6㎞

吉浜～釜石
L=14.0㎞

約
111
km

H31.3開通

H27.11開通

H17.3開通

H26.3開通

H31.3開通

H22.12開通

H30.3開通

H31.2開通

H29.12開通

H28.10開通

R2.2 一部開通 (L=1.7km)

R2.11開通

R2年度 全線開通予定
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登米東和IC

三滝堂IC 南三陸海岸IC

歌津北IC

岩井崎IC

大島IC（仮） 気仙沼北IC（仮）

社会情勢の変化等
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２．前回評価時からの周辺環境等の変化

▼三陸沿岸道路 整備進捗状況

区分
R元年度
（ｋｍ）

R２年度末予定
（ｋｍ）

計画延長 １１１ １１１

開通済
１０２

（９２％）
１１１

（１００％）

事業中
９

（８％）
０

（０％）

凡 例

評価対象区間

開通済（R２年度開通予定含む）

事業中

現道活用区間

◆三陸沿岸道路のうち、令和元年度は、気仙沼中央IC～気仙沼港IC（L=1.7km）が開通、今年度は、小泉海岸IC～本吉津谷IC
（L=2.0km）が開通し、令和２年度中に気仙沼港IC～唐桑南IC（仮）（L=7.3km）が開通予定である。

吉浜～釜石
Ｌ=14.0km H31.3開通
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Ｌ=17.6㎞ Ｈ17.3開通
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登米志津川道路
L=16.1㎞ H28.10開通

唐桑道路
L=3.0km H22.12開通

南三陸道路
L=7.2km

歌津～本吉
L=12.0km

本吉気仙沼道路
L=7.1km H29開通

気仙沼中央～気仙沼港
L=1.7㎞ R2.2開通

気仙沼港～唐桑南（仮）
L=7.3㎞ R2年度開通予定 気仙沼～唐桑南（仮）

L=9.0km 111

釜石JCT

登米IC

唐桑北～陸前高田
L=10.0km Ｈ31.3開通

久慈北道路
L=7.4km R2.3開通

本吉気仙沼道路（Ⅱ期）
L=4.0km H31.2開通

志津川～南三陸海岸
L=3.0㎞ H29.3開通

南三陸海岸～歌津
L=4.2㎞ H29.12開通

歌津～小泉海岸
L=10.0㎞ H31.2開通

小泉海岸～本吉津谷
L=2.0㎞ R2.11開通

陸前高田長部～陸前高田
L=6.5㎞ H30.7開通

唐桑小原木～陸前高田長部
L=3.5㎞ H31.3開通

釜石北～大槌
Ｌ=4.8㎞ R元.6開通

釜石山田道路
L=23km

2

令和元年度開通（令和元年7月以降）

令和2年度開通（R2年度開通予定含む）

社会情勢の変化等



商業
３．事業の必要性（１） ～災害時のリダンダンシー確保～

東日本大震災では、津波により壊滅的な被害を受け、国道45号は津波漂流物や落橋等により各地で寸断
陸前高田市の国道45号では、気仙大橋が落橋し、仮橋設置までの121日間にわたり大幅な迂回を強いられた
三陸沿岸道路の整備により、道路ネットワークが強化され、大規模災害においても、リダンダンシーを確保

開通済区間

事業中区間

落橋箇所

がれきなどによる寸断箇所

N

283

107

343

456284

45

346

342

340
陸前高田市

住田町

大船渡市

一関市

南三陸町

気仙沼市

▼津波で落橋した気仙大橋 ▼津波で落橋した沼田跨線橋

▼東日本大震災時における道路寸断箇所（国道45号 登米～釜石間）

被害箇所
被害
内容

復旧
内容

復旧日
通行止
日数

沼田跨線橋 落橋 線路上に仮設
道路設置

H23.3.25 14日

川原川橋 背面盛土流出 応急橋設置 H23.3.25 14日

気仙大橋 落橋 仮橋設置 H23.7.10 121日

小泉大橋 落橋 仮橋設置 H23.6.26 107日

二十一浜橋 背面盛土流出 仮橋設置 H23.4.4 23日

歌津大橋 落橋 迂回路を国道
に区域編入

H23.4.11 31日

水尻橋 落橋 応急橋設置 H23.3.19 8日

▼主な道路寸断箇所

▼大船渡～気仙沼間の経路及び所要時間

340

343

107

大船渡
市役所

45

45

至 仙台市

気仙沼
市役所

陸前高田市

気仙沼市

大船渡市

N

気仙大橋

沼田跨線橋

震災直後は
広域な迂回が発生

高台に整備中の三陸
沿岸道路は津波の

心配もなく走行が可能

4
13

凡例

通行止め実績箇所

津波警報による通行止め

津波による通行止め箇所

（H23.3.11)

ルート①
53分

(35km)

ルート③
39分

(35km)ルート②
126分
(97km)

ルート②：迂回ルート

ルート③：三陸沿岸道路ルート

時間：●●分
（距離：▲▲km）

ルート①：国道45号現道ルート

資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査（非混雑時上下平均旅行速度）、設計速度を基に
国道45号と緊急輸送道路の交点間の所要時間を算出 ※迂回路は緊急輸送道路網で設定
災害による通行止め実績：仙台河川国道事務所、三陸国道事務所H27～R1、岩手県H27～H29、宮城県R1の全止、片交を対象

至 釜石市

陸前高田
市役所

陸前
高田IC

唐桑
小原木
IC



76%

10%

4%

1%
5%

4%

R1
239件

石巻赤十字病院

東北大学病院
[仙台市]

仙台医療センター
[仙台市]

県立大船渡病院 その他
仙台市立病院
[仙台市]

３．事業の必要性（２） ～安定した救命搬送の確保～

◆気仙沼・本吉地域から、三次医療施設への搬送は、石巻赤十字病院や仙台の病院が９割以上を占める
◆国道45号の線形不良箇所を回避でき、「横揺れ」等による搬送患者への負担軽減に寄与
◆三陸沿岸道路の整備により、トンネル区間や渋滞箇所を回避でき、救急搬送時の速達性、安全性確保を支援
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横揺れの大きさ（横加速度）

至 青森

至

仙
台

資料：救急車加速度調査結果

至 青森

歌津IC

歌津北IC

南三陸海岸IC

志津川IC

小泉海岸IC

【横揺れによる人体への影響】
横加速度が±0.15Gを超過すると、最高血圧の変動量が10mmHg
を超過する傾向が強く、患者の安静度に影響を与える
※単位「G」は加速度の単位
参考文献:地域の医療を支援する道路構造の分析・評価(第27回日本道路会議)

横揺れの大きさ(横加速度)

至
登
米
・
仙
台

国

道

45

号

走

行

三

沿

道

走

行

国道45号の
線形不良箇所の状況

②

線形不良箇所で
横加速度±0.15G以上の

大きな「横揺れ」が発生

E45

E45

石巻赤十字病院

【気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部の声】
●気仙沼市、南三陸町から、救急救命センター（三次医療施設）への搬送は、ほ
ぼ三陸沿岸道路を利用してます。

●今後気仙沼道路の開通により、唐桑地区からの搬送の安定性・速達性向上が
期待されます。 （R2.12ヒアリング結果）

①

うたつきた

う た つ

みなみさんりくかいがん

し づ が わ

①歌津北IC～小泉海岸IC間

至 仙台

至 気仙沼

う た つ き た こいずみかいがん

②歌津IC～歌津北IC間

至 仙台

至 気仙沼

う た つ う た つ き た

こいずみかいがん

【石巻赤十字病院医師の声】
●脳梗塞や大動脈疾患等の処置は、時間と

の勝負ですが、三沿道整備により搬送時間
が短縮しています。

●また、ドクターカー内での処置の際、一般道
だと振動や揺れによる支障がありますが、三
沿道は安定した処置・搬送が可能です。

（H30.8ヒアリング結果）

三沿道走行時には
大きな横揺れは

発生せず

▼既開通区間の効果

▼気仙沼市役所～
石巻赤十字病院間の
所要時間変化

【歌津～小泉海岸】
H31.2開通

う た つ こいずみかいがん

歌津本吉道路
う た つ も と よ し

け せ ん ぬ ま 唐桑地区

気仙沼市

南三陸町

資料：気仙沼・本吉地域広域行政
事務組合消防本部提供資料

９割以上が石巻・
仙台方面へ搬送

▼気仙沼市、南三陸町から
三次医療施設への搬送件数

4
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69 65 
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H23
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年度末

全線
開通時

（分）

約30分短縮

資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
※指定最高速度で算出
※H27以降の開通区間は、道路構造に応じた速度で算出



仙台・関東・中部方面へ

：整備前の輸送ルート
：整備後の輸送ルート

一関IC

Ｅ４

三沿道開通前
一般道路＋東北道利用

久慈・青森方面

三沿道全線開通後
関東、中部など大都市圏まで

約50分短縮

E45

けせんぬまし

三陸沿岸道路へ転換

大船渡市

気仙沼市
（水産加工施設集積化

・共同ターミナル新設）

◆気仙沼市の主要産業である水産加工業は、東日本大震災により大きな被害を受けたが、生産額は震災前の９割程度の水準ま
で回復し、水産加工施設の集積・整備が進む

◆新設IC周辺の水産加工団地等の整備と併せて、地域産業のさらなる振興を後押しし、沿岸地域全体の復興に寄与
◆三陸沿岸地域と、仙台や首都圏を含む大都市圏が高規格道路でつながり、地域産業の集積・整備による業務効率化を支援

３．事業の必要性（３） ～地域産業振興の後押し～
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224 239 
318 

369 365 395 383 

0

200
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600

0

5
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15

H21 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
数量 金額

（万トン） （億円）

東日本大震災

資料：気仙沼の水産

震災前の９割程度まで回復
※生産額ベース

▼水産加工品生産額・生産量の推移

気仙沼港IC近傍に水産加工施設や共同トラックターミナルが集積

気仙沼市提供資料から作成

気仙沼港
IC気仙沼中央IC

大島
IC(仮)

気仙沼北
IC(仮)

３地区とも東日本大震災の復旧・復興事業として整備を実施。
被災企業の再建を中心に、操業が進んでいる。

南気仙沼地区
面積：約11ha
稼働企業数：44

みなみけせんぬま

赤岩港水産
加工団地
面積：約20ha
稼働企業数：8

あかいわみなと

鹿折地区
面積：約18ha
稼働企業数：21

し し お り

運送事業者6社
共同トラックターミナル

加工団地立地事業所の
震災前の所在地

【気仙沼市の声】
●気仙沼港から生鮮魚介類を、関東
はじめ、中部、近畿地方まで輸送可
能となる。

●北関東・関東が中心だった水産加工
品の商圏を拡大する契機となる。

（R2.9ヒアリング結果）

【気仙沼市の物流企業の声】
●関東方面の輸送を東北道から三沿

道に切り替えた。
●顧客の要望に応え、集荷時間を遅く

設定することが可能となった。
●三沿道を活用するため、気仙沼港IC
直近に、運送事業者６社でトラック
ターミナルを整備した。

（R2.10・ヒアリング結果）

5
資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

（昼間12時間平均旅行速度）

おおふなとし

▼水産加工品の輸送ルート ▼三沿道整備前後の輸送スケジュール比較

資料：R2.10・ヒアリング結果を基に作成

顧客の要望に合わせ
集荷時間を設定



◆三陸沿岸地域の観光入込客数は、震災前の水準まで回復

◆三陸沿岸道路の整備により、内陸部を含めた広域周遊観光ルートが形成を支援

◆移動時間の短縮により、滞在時間が増加し、地域の観光振興、活性化を支援

３．事業の必要性（４） ～広域観光の振興を支援～

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（万人/年）

巨釜半造

世界遺産
平泉

浄土ヶ浜

世界遺産
橋野鉄鉱山

碁石海岸・碁石岬

道の駅みやこ

道の駅
やまだ

道の駅
釜石仙人峠

道の駅さんりく

道の駅 大谷海岸

宮古市

花巻空港

道の駅たろう

E4 5

E4 6

E4 5

E4

E4

じょうどがはま

かまいしせんにんとうげ

はし のて っ こ うざん

ごいしかいがん ごいしみさき

おおがまはんぞう

おおやかいがん

ひらいずみ

十八鳴浜
く ぐ な り は ま

リアスアーク美術館

雫石町

開通済
未開通
主要観光地
震災伝承施設等
道の駅
復興国立公園指定エリア
（H25.5指定）
三陸ジオパーク
（H25.9認定）

※主要観光地は、世界遺産及び観光資源台帳（公益財団法人 日本交通公社）掲載の観光資源。
※三陸復興国立公園は、東日本大震災により被災した三陸地域の復興に貢献するために、H25.５に創設
された国立公園。

※ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」と「公園（パーク：Park）」とを組み合わせた言葉で、「大
地の公園」を意味し、地球を学び、丸ごと楽しむことができる場所。三陸ジオパークは、H25.9に日本ジオ
パークとして認定された日本一広大なジオパーク。

橋野鉄鉱山（釜石市）

H27.6.25撮影

は し の て っ こ う ざ ん か ま い し し

出典：大船渡市HP

碁石海岸:碁石岬(大船渡市)
ご い し か い が ん ごいしみさき お お ふ な と し

巨釜半造（気仙沼市）
おおがまはんぞう け せ ん ぬ ま し

出典：宮城県HP

岩手県

宮城県

至 東京

至 青森

遠野ふるさと村

北上市立公園
展勝地のサクラ

猊鼻渓
げい びけい

金ヶ崎城内諏訪小路
かねがさきちょうじょうないすわこうじ

宮守川橋梁(めがね橋)
みやもりがわきょうりょう

種山ヶ原
たねやまがはら

滝観洞
ろうかんどう

旧盛岡銀行
旧第九十銀行本店本館
紺屋町番屋
こんやちょうばんや

きゅうだいくじゅうぎんこうほんてんほんかん

きゅうもりおかぎんこう

資料：宮城県観光統計・岩手県観光統計

東日本大震災

▼沿線地域の観光客数の推移

震災後
回復傾向

け ん さ い

三陸沿岸地域の
様々な周遊ルートが

企画可能に！

▼三陸沿岸の主要観光地・震災伝承施設等

※宮城県登米市・南三陸町・気仙沼市、岩手県陸前高田市・
大船渡市・釜石市を対象に集計（H23は一部欠測有）

南三陸町

大船渡市

釜石市

【ツアー企画会社の声】
●三沿道開通に伴う移動時間の短縮により、

観光・滞在に充てる時間が増加し、立ち寄
り先を追加することも可能となりました。

●気仙沼大島大橋（気仙沼市）が開通し、
これらを活用したツアーを企画・実施していま
す。三沿道の開通が進むことで、さらにツ
アー企画の幅が広がることに期待していま
す。

●三沿道の延伸による移動時間短縮で、バス
のチャーター料金が安くなることでツアー料
金を下げることができ、参加者増加・観光活
性化につながることに期待しています。

(H30.12、R1.6ツアー企画会社ヒアリング結果)

▼日帰りバスツアーの実施実績

工場見学
（女川町）

気仙沼大島大橋
【H31.4開通】

岩井崎

景勝地

南三陸温泉
（南三陸町）

地元市場ハマテラス
（女川町）

昼食

仙台発着
8時～17・18時頃

仙台発着
8時～18時頃

（出典：宮城県公式HP）

資料：ツアー企画会社ヒアリング結果（R1.6）

気仙沼大島大橋開通に伴
い、気仙沼市への観光需
要が増加。
三沿道の延伸開通により、
幅広いツアー企画・実施が
可能に！

：H29.のルート
：R1のルート

6

道の駅
高田松原

高田松原津波復興祈念公園（陸前高田市)

出典：高田松原津波復興祈念公園
国営追悼・祈念施設HP

り くぜんたかたしたかたまつばら

南三陸震災復興祈念公園
みなみさんりく

高田松原津波復興祈念公園
たかたまつばらつなみふっこうきねんこうえん

気仙沼市東日本大震災伝承館
けせんぬまし ひがしにほんだいしんさいでんしょうかん

釜石祈りのパーク
いのちをつなぐ未来館

か ま い し

大船渡津波伝承館
おおふなと つなみでんしょうかん陸前高田市

気仙沼市

神割崎
かみわりざき登米市

ながぬま
フートピア公園

みやぎの明治村

アフターコロナの観光回復に向けて

気仙沼市では（R3.春から）
〇NHK連続テレビ小説「おかえりモネ」のロケ地

東北全体では（R3.4月から）
〇東北６県自治体・JRの大型観光キャンペーン

【気仙沼市の声】
●登米市も連続テレビ小説のロケ地となっており、
三陸沿岸道路を、観光周遊道路として活用
できる。

【南三陸町の声】
●震災復興祈念公園の開園、伝承施設や道
の駅の構想も進んでおり、岩手、気仙沼方
面からの来訪者増も期待。

(R2.10ヒアリング結果)



４．事業計画の変更

項目 増額
（億円） 増額要因 概要

IC形状の変更（北向きICの追加） 20 計画の変更 歌津北IC

増 計 20

歌津～本吉

L=12.0㎞

起点：本吉郡南三陸町歌津字白山
もとよし みなみさんりくちょう う た つ しらやま

歌津IC

Ｔ’15=7,005（台/日）

終点：気仙沼市本吉町津谷長根
けせんぬま もとよしちょう つやながね

歌津北IC

小泉海岸IC

本吉津谷IC

南三陸町

気仙沼市

45

45

346

E45

：一般国道
：主要地方道・県道

その他道路凡例

道路種別

凡 例 その他凡例

：市役所
：役 場
：H27センサス
交通量

：開通済（R元年度開通予定含む）
：事業中（開通見通し公表）
：事業中（開通見通し未公表）
：現道活用区間
：IC、JCT

至 八戸市

E45

歌津北IC
う た つ き た

至 仙台市

至 八戸市

北向きICの追加

◆全体事業費 5,164億円 ⇒ 5,184億円 +0.4% (増20億円)

至 仙台市

L=2.0km
令和2年11月21日

供用

L=10.0km
平成31年2月16日

供用

7



４．事業計画の変更内容 IC形状の変更（北向きICの追加） 計画の変更

当初計画 変更計画 変動

ICフル化
（北向きIC追加） 0億円 ＋20億円 ＋20億円

所要額（合計） 0億円 ＋20億円 ＋20億円

〇当初計画：０億円
・「インターチェンジ等の弾力的配置」に基づいて、南向きのハーフＩＣで事業実施。

〇変更計画：＋２０億円
・震災以降、宮城県緊急消防援助隊受援計画が策定され、旧歌津町の「歌津平成の森」などが
緊急消防隊の宿営地として登録されており、災害時の救援救護活動を支援するため、圏域防
災拠点である気仙沼市側とのアクセス向上の必要性が高まった。
・南三陸町のわかめの生産量は宮城県全体の約４割を占め、地域産業の振興による復興支援
のため、水産市場が立地する気仙沼市側とのアクセス向上の必要性が高まった。

災害時の救援活動の強靭化

南三陸町

42.3%

石巻市

35.0%

気仙沼市

22.3%

その他

0.3%

宮城県
トップ

・フル化の整備により、災害に強い高規格道路によるアクセス性が向上され、
気仙沼方面から旧歌津町エリアへの災害時の救援活動の強靱化が期待。

水産業の活性化支援
・フル化の整備により、気仙沼方面へのアクセス性が向上され、産業振興が

期待。

[わかめ出荷の流れ] [宮城県内のわかめ生産量]

資料:H30海面漁業生産統計調査

[宮城県漁協歌津支所の
わかめ出荷量]

2,100 

3,900 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H22 R2（t）

1.9倍

資料:南三陸町

8

宮城県緊急消防援助隊受援計画の概要
・宮城県では緊急消防援助隊が円滑に活動で
きる体制の確保を図るため、令和２年６月に
「宮城県緊急消防援助隊受援計画」を策定。
・市町村が緊急消防援助隊の応援を受ける場
合の受援体制について必要な事項を定めてい
る。

30

27

20

25

30

歌津北ハーフIC 歌津北フルIC（分）

3分短縮

73%

51%

27%

49%

0% 50% 100%

歌津北

フルIC

歌津北

ハーフIC

E45 R45(一般道）

2割向上

28

26

20

25

30

歌津北ハーフIC 歌津北フルIC（分）

2分短縮

[大規模災害時の救援イメージ] [歌津総合支所から
気仙沼市立病院までの所要時間]

[歌津総合支所から
気仙沼市立病院までの高規格道路の割合]

[宮城県漁協歌津支所から気
仙沼水産市場までの所要時間]



４．事業計画の変更内容（２） IC形状の変更（北向きICの追加）

9

変 更 前 変 更 後

至 仙台

至 八戸本線

Dランプ

Aランプ
至 仙台 至 八戸

本線

Dランプ

Aランプ

Cランプ

Bランプ

計画の変更

〇歌津北ＩＣは当初、南向きＩＣ（仙台方面へのＯＮランプ、仙台方面からのＯＦＦランプ）のみ
〇変更計画では北向きＩＣ（八戸方面へのＯＮランプ、八戸方面からのＯＦＦランプ）について追加



５．コスト縮減への取組内容事例

○地元との協議による機能補償の集約（－0.3億円）

■当初計画 ： 0.3億円
歌津本吉道路の整備に伴い、市道風越赤崎線、耕作地へ通路
の機能補償として、本線を横断するこ道橋を２箇所に計画（通
路は人道橋）。

■変更計画 ： －
地元と協議を重ね、市道風越赤崎線のこ道橋に集約。

当初計画 変更計画 変動

こ道橋
（人道橋） 0.3億円 － －0.3億円

所要額（合計） 0.3億円 ー －0.3億円
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畑

耕作地への往来に使用していた通路
（赤線）の機能補償として人道橋を計画 １箇所に集約

市道風越赤崎線の機能補償
として計画

【当初計画】 【変更計画】

畑
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６．事業投資効果

【全体】 【残事業】

●全体Ｂ／Ｃ＝1.1
○計画交通量（R12） 11,800 台/日

○純現在価値（ENPV） 326 億円

○経済的内部収益率（EIRR） 4.3 ％

●残事業Ｂ／Ｃ＝ 1.1
○計画交通量（R12） 11,800 台/日

○純現在価値（ENPV） 1.8 億円

○経済的内部収益率（EIRR） 4.6 ％

R１前回

●全体Ｂ／Ｃ＝１．１
○計画交通量（Ｈ４２） 11,700台/日

●残事業Ｂ／Ｃ＝２．６

Ｒ２今回

11

＋１０％ －１０％ ＋１０％ －１０％ ＋１年 －１年

費 用 C （ 現 在 価 値 ） 5,620 5,620 5,620 5,621 5,617 5,606 5,620

事　 業 　費（億円） 5,256 5,256 5,256 5,257 5,254 5,256 5,256

維持修繕費（億円） 364 364 364 364 363 350 364

便 益 Ｂ （ 現 在 価 値 ） 5,946 5,972 5,917 5,946 5,946 5,715 5,953

走行時間短縮便益（億円） 4,898 4,915 4,879 4,898 4,898 4,708 4,904

走行経費減少便益（億円） 781 777 784.5 781 781 750 782

交通事故減少便益（億円） 267 280.4 253.7 267 267 257 268

1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.02 1.1費用便益比　Ｂ／Ｃ

基本
ケース

感　度　分　析

交通量変動 事業費変動 事業期間変動

＋１０％ －１０％ ＋１０％ －１０％ ＋１年 －１年

費 用 C （ 現 在 価 値 ） 17 17 17 19 16 17 18

事　 業 　費（億円） 16 16 16 18 15 16 16

維持修繕費（億円） 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.2

便 益 Ｂ （ 現 在 価 値 ） 19 21 18 19 19 18 20

走行時間短縮便益（億円） 12 14 11 12 12 12 13

走行経費減少便益（億円） 7 7.1 6.5 6.5 6.5 6.3 6.8

交通事故減少便益（億円） 0.32 0.32 0.32 0.32 0.32 0.30 0.34

1.1 1.2 1.1 1.01 1.2 1.1 1.1

事業費変動 事業期間変動

費用便益比　Ｂ／Ｃ

基本
ケース

感　度　分　析

交通量変動



７．事業の必要性に関する視点

１１．対応方針（原案）

９．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

１０．地方公共団体等の意見

○岩手県知事の意見
１ 「対応方針（原案）」案に対して異議ありません。
２ 三陸沿岸道路は、災害に強く信頼性の高い道路ネットワークの構築や迅速な救命救急活動、物流の円滑化・効率化、観光振興に資するなど、本県の復興や地方

創生に欠かすことのできない社会基盤であることから、１日も早い全線開通をお願いします。
また、ハーフインターチェンジのフルインターチェンジ化は、防災機能の強化や地域活性化等に資することから、コスト縮減にも配慮しながら、事業の進捗を図るよ

うお願いします。
本事業において検討されたコスト縮減対策等については、本県で実施する事業においても十分検討し、活用していきたいと考えておりますので、引き続き御指導を

お願いします。

○宮城県知事の意見
「対応方針（原案）」のとおり「継続」で異議ありません。
三陸沿岸道路は本県の復興に欠かすことのできない社会基盤であり、災害に強く信頼性の高い道路ネットワークの構築や迅速な救命救急活動、物流の円滑化・効

率化、観光振興等に大きく寄与する道路である。
評価対象の歌津北ICのフル化事業は、気仙沼方面から旧歌津町における災害時の救援活動の強靱化が図られるとともに、気仙沼方面へのアクセス性が向上し、水

産業をはじめとした産業振興が期待される事業である。
今回の再評価については、歌津北ICのフル化事業の追加に伴う、全体事業費や事業期間についての変更であり、「対応方針（原案）」案に対して異議はない。引き続

き、コスト縮減に最大限配慮いただき、一日も早い完成に向けて事業の進捗を図っていただきたい。

１）事業を巡る社会情勢等に関する視点
事業目的である、災害時の代替路及び緊急輸送道路の確保、広域ネットワーク形成による産業・観光・医療活動の支援が必要な状況は変化していない

２）事業の投資効果 B/Cが事業全体で１．１、残事業で１．１を確保
３）事業の進捗状況 登米～釜石間約１１１ｋｍが令和２年度全線開通

○令和２年度内に気仙沼港ＩＣ～唐桑南（仮）ＩＣ間 延長7.3kmが開通予定

事業継続
（理由） 災害時の代替路及び緊急輸送道路の確保、広域ネットワーク形成による産業・観光・医療活動の支援のため、早期整備の必要性が高い

８．事業の進捗の見込みの視点

○人道橋をこ道橋へ集約することで、コスト縮減を図っている。
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【参 考】

箇所別の「事業の目的と概要」・「事業の進捗状況」について
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１-①．一般国道４５号（三陸沿岸道路 登米～釜石） 登米
と よ ま

志津川
し づ が わ

道路 １２．事業の目的と概要 三陸沿岸道路 歌津～本吉

14

○事業目的

○計画概要

起 終 点：自：宮城県本吉郡南三陸町歌津字白山

至：宮城県気仙沼市本吉町津谷長根

延長(うち開通済)：１２．０ｋｍ(１２．０ｋｍ)

幅 員 ：１３．５ｍ

道路規格 ：第１種３級

設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ

都市計画決定：－

事 業 化 ：平成２３年度

用地着手 ：平成２３年度

工事着手 ：平成２４年度

・三陸沿岸地域の広域的な交流・連携の促進
・災害時における緊急輸送道路の確保
・救急医療施設へのアクセス向上

もとよし

けせんぬま

みなみさんりくちょううたつ しらやま

もとよしちょう つ や な が ね

全体事業費
（うち用地補償費）

執行済み額
（うち用地補償費）

全体進捗率
（用地進捗率）

R1再評価時
全体事業費

（うち用地補償費）

完成
７０３億円
（４６億円）

７００億円
（４５億円）

約９９％
（約９８％）

７０３億円
（４６億円）

事業費・進捗率

※進捗率は令和2年3月末時点

位置図 標準横断図

一般国道45号
歌津～本吉

１３.５（２車線）

２.５ ３.５ １.５ ３.５ ２.５

[単位：m]

歌津～本吉

L=12.0㎞

起点：本吉郡南三陸町歌津字白山
もとよし みなみさんりくちょう う た つ しらやま

歌津IC

Ｔ’15=7,005（台/日）

終点：気仙沼市本吉町津谷長根
けせんぬま もとよしちょう つやながね

歌津北IC

小泉海岸IC

本吉津谷IC

南三陸町

気仙沼市

45

45

346

E45

至 八戸市

至 仙台市

L=2.0km
令和2年11月21日

供用

L=10.0km
平成31年2月16日

供用

：一般国道
：主要地方道・県道

その他道路凡例

道路種別

凡 例

その他凡例

：市役所
：役 場
：H27センサス
交通量

：開通済（R元年度開通予定含む）
：事業中（開通見通し公表）
：事業中（開通見通し未公表）
：現道活用区間
：IC、JCT
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位置図 N

45

398

歌津～本吉
L＝12.0km

45

本吉郡南三陸町歌津字白山
み な み さんり く ち ょ う う たつ しらや ま

本吉津谷IC

小泉海岸IC

歌津北IC

歌津IC

南三陸町

気仙沼市

伊里前川橋
L=180.0m

柳沢川橋
L=94.0m

登米沢橋
L=115.0m

本吉こ道橋
L=102.0m

N

外尾橋
L=65.0m

津谷川橋
L=190.0m

港川橋
L=107.0m

小泉海岸ICより気仙沼方面を望む

岩手県

宮城県

も と よ し

気仙沼市本吉町津谷長根
けせんぬま も と よ しちょう つ や な が ね

い さと まえ がわ

みなと がわ

やなぎ さわ がわ

そで お

つ や がわ

とよ ま さわ

もと よし

１３．事業の進捗状況 （歌津～本吉） 令和2年11月21日開通区間の状況
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施工中 施工済み 着工前

令和2年11月21日全線供用

① 小泉海岸I付近

② 登米沢橋付近

③ 本吉こ道橋付近
もと よし

とよ ま さわ

至 八戸市

至 仙台市

①

②

③

至 仙台市

至 八戸市

至 仙台市

至 八戸市

至 仙台市

至 八戸市
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